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た ん ぽ ぽ 通 信 

～ 食中毒に気を付けましょう 知っておきたい 3 原則 ～ 

 細菌の多くは高温多湿な 

環境で増殖します。生鮮食品 

や総菜は購入後早めに冷蔵庫 

に入れましょう。 

 

 

手に様々な雑菌を付け

ないために食べ物を扱う

前後には、必ず手洗いを

しましょう。 

ほとんどの細菌やウイル 

スは加熱によって死滅する 

ので、しっかり加熱をしま 

しょう。 ふきん、まな板、 

包丁も熱湯をかけて清潔に 

しておきましょう。 
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（2026 年 7 月発行） 

熱中症になりやすい環境 

〇気温や湿度が高い   〇ベビーカー（地面から近い）   〇風が弱い 

〇急に暑くなった    〇締め切った室内や車中      〇エアコンがない 

（ こども家庭庁 HP 参照 ） 

≪ こ ど も は 大 人 よ り 暑 さ に 弱 い ≫  

こども（乳幼児・幼児）は体温調節機能が未発達です。特に汗をかく機能が未熟で、大人と比べると暑さを感じて 

から汗をかくまでに時間がかかり、体温を下げるのにも時間がかかってしまうため、体に熱がこもりやすく体温が 

上昇しやすくなります。また、子どもは大人よりも身長が低いため、地面等から照り返しの影響を強く受けます。 

より地面に近く、熱がこもりやすいベビーカー内の温度にも十分注意しましょう。 

≪ こ ど も 自 身 で は 予 防 で き な い  ≫  

こどもは屋外でずっと遊んでいると、その楽しさに 

夢中になってしまい、身体に異変が起きていても気づか 

ないことがあります。また、こどもは自分で体調の変化 

を訴えられず、服装などでの暑さ調節がうまくできない 

事もあるため、周囲の大人が顔色や汗の量などに気を 

配る必要があります。 

もし、顔が赤い・皮膚が熱い、大量の発汗、おしっこ 

の量が極端に少ない（おむつが 

濡れない）、泣いても涙が出な 

い、口の中がカラカラに乾いて 

いる等の症状が見られたら応急 

処置をしましょう。 

日頃から・・・ 〇 栄養バランスの良い食事や適度な運動を通して、暑さに負けない体作りをしておく。 

日頃から・・・ 〇 通気性の良い服を選ぶなど外出時の服装に注意し、帽子を被り、涼しい場所での休憩と 
小まめな水分補給を心がける。 

日頃から・・・ 〇 子どもの顔色や汗の量などに気を配る等、様子を十分に観察することなどが大切です。 

 


